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つくばアクションプロジェクト（T-ACT）
学生の主体性を引き出す学生支援

　　――コロナ後のキャンパスが学生の HOMEであり続けるために
　　　　　　　　　　　　　　　必要な取り組みの可能性を考える――

はじめに
本日は、T-ACT（つくばアクションプロジェ

クト）についてご紹介させていただきます。

T-ACTは、学生支援 GPの2008年度に採択され
たプログラムで、「共創的コミュニティ形成にお

ける学生支援－学生・教職員が一体となった新た

な自主的活動の創生－」というものでした。当時

の筑波大学の学生の様子をワーキンググループで

議論したところ、ポテンシャルを生かせてない学

生が多いのではないのかという理解につながりま

した。一方で、正課でも課外でもないような活動

を自発的に行っている学生も実際にいるという先

行事例の報告もありました。そこで、それらの先

行事例を基にして、大学として舞台を用意すれば

学生はみんな輝けるのではということでこのプロ

グラムを作りました。一言で言うと、学生の自信

を育む取り組みとか、学生の「やってみたい」に

応える取り組みと言えます。

本日ご紹介させていただく内容は、学生支援

GPの立ち上げ時のコンセプトです。どんなこと

を考えて、どのようにプログラムを作ったかとい

うことを中心にご紹介させていただこうと思って

います。そして、実際の活動の様子と、GPとし
ての成果や、その後の人間力育成事業としての展

開と、中期目標や中期計画への対応、最後にここ

１、２年のコロナ禍での様子について、ご報告さ

せていただきたいと思っております。

T-ACT 立ち上げの背景
日々の面接からの学生理解

日頃の面接の中で、当時、感じられていたこと

の一つとして、例えば、修学関連のテーマでは、

不本意入学で入ってきて、受験の価値観から脱却

できなくて諦め切れないことや、あるいは第一志

望に落ちて何となく敗北者のようなイメージを引

きずったりしていることがあります。さらには、

入学してみると、実際の大学の様子が想像と違っ

ていて、興味を失ってしまう場合や、駄目な自分

というイメージを引きずっていってしまう場合が

あります。また、授業についていけない、レポー

トや卒論が書けない、授業が分からないというこ

ともあります。あまり分からなくてもうまくやっ

ていける人もいるのですが、その一方で分からな

いといことが劣等感に結びついて、心理的な不調

に陥っていってしまうケースも多く見られていま

した。

不本意入学でも、大学での授業に魅力を感じる

ようになったり、大学での人間関係に魅力を感じ

るようになったりすると、適応が良くなっていき
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ます。不得意科目の場合には、学類によっては、

物理や数学などの支援プログラムが提供されるこ

ともあるのですが、全般的にスタディー・スキル

を具体的に教える必要性も感じられていました。

このような修学関連の問題でも、単に学力とか知

的な機能の問題というだけではなくて、パーソナ

リティや不安や自信のなさなどの心理的な要因も

影響していて、他者からの評価や劣等感などを引

きずって、孤立して引き籠もってしまうという場

合も多く見られました。

対人関係の問題としては、友達ができない、人

と接したくない、怖い、うまく交流できない、自

分を出せない、ということが相談の中でよく語ら

れています。対人関係のスキル不足もあります。

社会経験が少なくてスキル不足であったり、自己

像が健全に育っていなかったり、表面的に合わせ

ているだけで内的には極めて強い不適応感を抱い

ていたりします。自分を出すのが怖いという傾向

もよく見られていました。

心理教育的発達支援の必要性
このように、日頃の面接の中で感じたことを思

い返していくと、やはり自信をつけていってもら

う、自信を育てていくことが、大学の中でもっと

必要なのではないかという考えに至りました。当

時の副学長から GPの内容について意見を求めら
れ、「学生の自信を育てたい」ということをお伝

えし、そこからプロジェクトの立案が始まりまし

た。

自信を育てるにはどうしたらいいかというと、

自分で何かを行って成功した経験とか、他者から

賞賛されたり、受け入れられたりする経験が必要

なわけです。それが体験できるような、スキル・

トレーニングなどができるプログラムなど、心理

教育的な発達支援が必要なのではないかと考えま

した。

心理教育的な発達支援としては、大学生活の中

で喜怒哀楽様々な体験を通して成長していっても

らうことが大事です。モラルや対人関係のスキル

や挫折など、学生生活の中での個々の活動を通し

て、その都度必要に応じて私たちも適宜関わりな

がら育てていく必要があるのではないかと考えま

した。そしてこれは、学生生活を充実していって

もらうことでもあって、同時にキャリア開発など

にもつながっていくと考えました。

もう一つの視点としては、地域で育ててもらう

ことも必要だと考えました。地域に学生を出して、

社会での体験を積んでいってもらうということで

す。モラルや常識を学習していってもらうとか、

インターンシップやボランティア、あとは専門を

生かした関わり、自分の学んでいる学問と社会と

のリンクというのも出てきて、自分がやっている

ことの意義や意味を感じてもらうこともできるの

ではないかと考えていました。実際に T-ACTの
運営を始めると、自分の専門を生かしたアクショ

ンを起こす学生も意外と出てきています。

例えば、既存の活動として、筑波大のサッカー

部が中心となって運営している「つくば少年少女

サッカー連盟」という、市内の各小学校のスポー

ツ少年団に、学生コーチを派遣するシステムがあ

りました。それを見ていると、学生たちが自分の

好きなサッカーを子どもたちに語ったり教えたり

することによって、自分のやっていることの意義

を捉え直し、その楽しさも味わっているようにも

思えました。ですから、そういう専門を生かした

関わりを地域の中で生かしていくことも意味があ

ると思っていました。

大学生は青年期という人間形成の重要な時期に

あって、大学生活の中で、自己と出会い、他者と

出会い、そして学問等に出会う。大学生は、学生

生活の中で喜怒哀楽様々なことを体験し、悩み、

戸惑いながらも自己を確立させていくものです。

個々の学生の発達を支援するサポートも、時に必

要かもしれません（おせっかいになり過ぎない程

度に）。これは、学生相談の役割そのものとも言

えるのですが、それを機能として考えるならば、
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全教職員の一人ひとりが、そして大学の各組織や

教育プログラムが、担っていくものではないかと

考えました。

課外活動だけでなく、これは正課内での対応も

必要なことだと思います。大学の教育プログラム

としても、こういう心理教育的な関わりや対応が

必要であって、導入教育や教養科目などでも展開

できますし、授業や実験実習などのグループでの

活動は、対人関係の実践を行う場としても位置づ

けることができると思います。ただ、こういうグ

ループ活動のときには、お互いのスキルが未熟な

場合もあるので、担当する教職員の適切な介入や

配慮も必要になってくるかもしれません。そして、

学生に合わせた教育内容を構成していくのです。

授業や研究指導を通して、自信や自尊感情を育

成していくこともできます。本人を認めて、本人

の主体性を尊重して、自ら動き出すまで待つこと

も大事ですし、その際、私たちの中に起こってく

る感情をぐっと抑えながら、学生のために待つゆ

とりも大事になってくるのではないかと思ってい

ます。本人の主体的な行動に対しては、結果がど

うあれ、その意欲や意図は褒めたり認めたり理解

したり、もちろん誤っていたことはシンプルに訂

正したりする。つまり、課題の成果だけではなく

て、本人が試みているそのプロセス自体を評価し

ていくことが大切です。大学の中では、研究の比

重が高くなって、先生方も業績を上げることが大

学で生き延びるすべになってきているという現状

があります。そうすると、そこでの院生たちや卒

業研究を行っている学生たちも、やはり研究の成

果を中心に評価されるようになってきています。

それゆえ、そのプロセスをちゃんと見ていくこと

が大事です。学生にとっては、成功した経験や他

者から受け入れられる経験が自信になっていくの

で、研究や授業などを通して学生を育てていくこ

とは、正課の中でも十分できると思っています。

これは、結局、私たち教職員の学生への関わり方

次第なんですね。

学生たちは、各教育段階で学力や偏差値という

点から振り分けされてきています。その価値観で

は、折に触れて駄目な自分を宣告されてきてい

るとも言えるでしょう。他の面が認められなけれ

ば、学力のその一点だけしか認められなければ、

豊かな自己像や自尊心、自信は育たないかもしれ

ません。また、大学に入学するということは、あ

る程度で妥協することが求められます。学生た

ちはそうやってうまく生きてこざるを得なかった

のかもしれません。この文脈で考えると、悩むこ

とができない、悩みを抱えられないという今の大

学生の特徴は、適応的に生きる術なのかもしれな

い。こういう点からも、大学での心理教育的な支

援というのは意味があるのかもしれないと思いま

した。

大学という文脈からの学生理解
学生生活が充実しているとはどういうことかと

言いますと、日頃私たちが相談を受けている逆の

ことを想定すればいいわけです。一つは、生活が

安定していること、情緒が安定していること、心

身が健康であること。もう一つは、勉強や研究、

サークルやアルバイト、恋愛などの何らかの活動

がうまくいっていることです。やりがいがあると

きや対人関係がうまくいっているときには、生き

生きと生活できるし、色んなことを試みることが

できると思います。

筑波大学には地理的な特殊性があると感じてい

ます。今は電車が都内とつながって、多少雰囲気

は変わってきているのですが、以前は「陸の孤

島」と言われていました。大学の周りに大きな

都市がないからです。ですから、クラスやサー

クル、研究室の他になかなか居場所がないので

す。社会経験も不足してしまいます。多様な学生

を受け止める多様な社会や地域が必要なのです。

また、大学院生の場合は、学年が進むにつれてサ

ポート源が減少してしまいます。これは、たとえ

ば、学部の同級生たちは就職して筑波から離れて
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いくことになるので、残った大学院生は友達が少

なくなるんですね。博士課程に進学するとさらに

少なくなります。相談する相手がいなくなって、

むしろ後輩から相談される側になってしまうわけ

ですし、そういう点でサポート源が減少すると言

えます。

さらに、大学の価値観として、大学院生の場合

はやはり研究が全ての流れを決めることになりま

す。研究がうまくいかないと他に逃げ場がないと

いうような状況で、勉強や研究以外の、人間とし

ての交流や潤い、ゆとりが必要だと理解しました。

以上のことから、大学とアパート以外の第三の

居場所ができることが望ましいのではないかと考

えました。物理的な居場所や人間関係の居場所、

逃げ場も必要ですが、それ以外に「授業」や「指

導教員」以外の教職員との関係、第三の居場所が

できると、もう少し人間関係も多様で豊かになる

のではないかと考えました。

まとめますと、一つ目のポイントは大学に来る

魅力を作っていく必要があるということです。二

つ目は、人との関係づくりですね。孤立させない

ために、どのような仕掛けを作っていくかという

ことです。スキルを学べる環境づくりとか、学生

の試行錯誤を見守れるような環境づくりとか、そ

ういうのも重要なのではないかと考えました。そ

して、自信を育てること、安定した自己像の形

成に寄与できるような、そういうような環境を

つくっていくこと、学生生活の中で育ててもらう

ことが大事なのではないかというふうに考えまし

た。

ここで重要なのは、学生の問題は大学という文

脈の中で起こってきているということです（図

１）。学生が問題を呈するとき、それはその学生

が悪いと理由づけるのではなくて、大学の環境と

の関数の中で問題として出現しているという理解

が必要です。ですから、大学環境という文脈を考

えていくことも大事なのではないかと思っていま

す。これは、逆に言うと環境次第ですよね。学生

の個別性はあるかもしれませんが、大学や学生生

活、環境の在り方によっては、それは問題として

提示されるだけではなくて、成長への貢献にもな

り得るということでしょう。そのために必要なシ

ステムを学生生活、大学環境、コミュニティの中

に形成していくことが大事なのではないかと考え

ました。

学生生活アンケートからの学生理解
もう一つ、立ち上げの背景として、学生生活ア

ンケートの分析があります。2005年の保健管理施

設協議会で行っている大学生の健康白書のアン

ケートを利用しました。

４月中旬から下旬に行われる健康診断のとき

に、筑波大の学部生と院生にアンケートを実施し

ました（図２）。項目を見ると、［自分が進もうと

図１　学生の問題は大学という文脈で起こってくる1）
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する方向に自信が持てない］という人が47.8％も
います。そして［自分の能力が発揮できている］

という人は44.3％で、５割いないのですね。［人
間関係に満足している］という人は65.1％います
が、一方で［人との関係で傷つくのがすごく怖

い］という人も49.3％もいます。［何となく不安
になることが多い］という人も46.2％います。能
力があると感じていたとしてもそこまで発揮でき

ていないなど、必ずしもうまくいっている人が多

いわけではないというのが理解できます。

一方、充実・満足感総合指標を見ると（図３）、

そんなに悪いわけではありません。大学院生も学

部生も、おおむね満足感や充実感はあるのではな

いかと理解できます。ただ、必ずしも全てがいい

わけではありません。

そこで、その項目を因子分析して７つの因子を

作り、それを基に各学年の分析をしてみました。

（図４、図５）

第１因子［心身の疲弊・不調］を見ると、不調

は１年生で少し少ないですが、そのほかの学年は

変わりません。第２因子［将来展望・生きがい］

と第３因子［社会的積極性］は１年、２年、３年

で下がって４年で上がっています。これは、中間

期の位置づけや意味の理解につながるのではない

かと思います。そして、第４因子［自己効力感］

と第５因子［生活・学習環境］は学年が上がるに

つれて上がっていきます。また、第６因子［友人

関係］は中間期が活発で、第７因子［授業への積

極性］は２年、３年で下がってしまう傾向がある

ことが分かりました。

これを見ると、学生生活の中で学生は育ってい

ることが分かります。豊かな体験の場を学生生活

に提供していくことが大切であって、課外活動も

重要な体験の場になるのではないかと考えました。

これは筑波大生を類型化したものです（図６）。

７因子から学生をクラスター分析しました。左の

図２　学生生活アンケートの結果2）

図４　７つの因子2）

図５　学年別の各因子得点の平均値2）

図３　充実・満足感総合指標（総合指標）2）
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矢印がさっきの５項目での総合指標ですね。主成

分得点で評価したのですが、全部指標が高い充実

群には学類生の約３割、大学院生の約５割が該当

し、４年生ではこの群が多くなります。筑波大学

の場合、学部といわずに学類といいます。先ほど

の学年別の変化では、４年生は適応がよくなって

いきますが、大学院生のデータはさらにそれより

よくなっていくという状況になっています。続い

て平均群ですが、これは学類生の約３割強、大学

院生の約２割が該当し、学類生は一番この割合が

多かったです。そして、アパシー傾向・消極群は

学類生の約３割弱、大学院生の約２割強で、将来

展望や生きがい、社会的積極性、自己効力感が比

較的少ない群になります。そして、不適応感の強

い苦労群という全指標が低い群ですが、これは、

どの学年も一貫して大体７％前後が該当し、均一

に存在していました。

こうやって見ますと、この充実群というのは、

これまでの全学的な学生支援のシステムの中でう

まくいっている学生たちというふうにも理解でき

ます。苦労している、全指標が低い群というのは、

カウンセリングなど個別の支援が必要で、これは

主に学生相談室や保健管理センターなどで対応し

つつ頑張っているところであると理解できます。

そうしますと、この中間の平均群とアパシー傾

向・消極群の約６割強の学生が、将来展望や生き

がい、自己効力感を育てることが必要であり、こ

この学生たちに積極的な支援を行うことによっ

て、全学生を対象とした、一貫して一体となった

学生支援を構築していくことが必要なのではない

かと考えました。

図７は、課外活動についてワーキンググループ

で議論し分析した結果です。学部生のサークルの

加入率は、健康白書の平均は57.2％ですが、筑波
大の場合は71％が入っていて、他の大学に比べる

とサークルに入っている率が高いようです。自信

や自己効力感、対人関係に関する項目では、例え

ば、［自分は人の役に立つことができる］は８割

強、［自分にもとりえがある］は９割近くが「は

い」と答えています。でもその一方で、［自分の

能力が発揮できている］は５割弱、［自分が進も

うとする方向に自信が持てない］も５割程です。

多くの学生が、とりえがあると思っていても、自

分の能力を発揮できていないと思っているという

図６　筑波大生の４類型2）
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ことが理解できました。

続いて、学内のサークルに入っている人と入っ

ていない人の比較です（図８）。全体的な傾向と

して、サークルに入っている人の方が適応はやや

よいです。しかしながら、サークルに入っている

人でも、自分の能力が発揮できていないと思う人

は多く、自分が進もうとする方向に自信が持てな

いという人も多いです。これはサークルに未加入

の人でも同じくらい多くいます。

以上を踏まえ、課外活動の問題点を話し合いま

した。時代が変わり、学生たちにとっての課外活

動も変わってきているのでしょう。対人関係の持

ち方が未熟で、サークル活動での対人関係の問題

も多く出てきているようで、学生相談の中にもこ

ういう相談はたくさん持ち込まれてきます。

平成18年度メンタルヘルス研究協議会の北関

図７　課外活動の分析（１）4）

図８　課外活動の分析（２）4）
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東・甲信越地区の分科会で、課外活動についての

分科会がありました。その報告書を見ますと、既

存のものに自己を合わせるのが苦手な現代学生

のメンタリティーの特徴が指摘されていました。

「完全に自分のやりたいことがないからやらない」

とか、「やりたいけど部活の旧態然とした体制が

気に入らないから入らない」とかですね。部活動

を個別のニーズに合わせて細分化していくこと

は、人間関係の涵養など、本来の課外活動の意味

を失わせる懸念がある一方で、部活の体質を変え

ていくような努力も必要とされると、この報告書

の中で指摘されていました。課外活動に学生生活

の生きがいを見出す学生の存在や、選択的アパ

シーの学生が本業に復帰する足がかりとなる可能

性も指摘されていました。

学生の話を聞いていきますと、やはりこれまで

とはサークル活動との関わり方が変化してきてい

るようです。サークルは一度入ると期間が長い

ので気軽に参加できないとか、サークル内の役割

や人間関係が固定化してうまくこなせないとか、

サークル活動に興味があり入ってみたいと思うが

学年の途中からだとなかなか入りづらいとか、そ

ういう意見も聞こえました。

ワーキンググループでの議論
「やりたい」に応える仕組み作り

これらの理解から、新たなタイプの活動の必要

性が議論されました。学生が自分の能力を発揮で

きるような、現在の学生像に合わせた新たな活動

を創出していく必要があるということです。

例えば、サークル活動に入るための事前の練習

の場、あるいはサークルとは別の次元での人間関

係や社会性のトレーニングの場、あるいは正課外

での教職員とのコミュニケーションや新たな人間

関係の場などが考えられます。アクティブでテン

ポラリーな活動で、参加の形態が多様で、個々の

学生の状況やニーズに即したもの、そして学生に

とって参加しやすく、学生の自発性に応える場の

提供が必要だということです。単なる課外活動と

いうよりも、正課に近い領域も含まれるかもしれ

ません。

よく見てみると、筑波大学の中では、教員が学

生の自発性に応えるような活動がすでにいくつか

行われていました。イングリッシュ・カフェや

アートギャラリー、障害学生のチューター、古民

家再生プロジェクトなど、正課と課外の真ん中辺

にあるようなものがありました。また、ロケット

を飛ばしたいという学生がいろんな先生から部品

をもらったり協力してもらったりしながらロケッ

トを飛ばしたという事例もありました。このよう

に、「やりたい」と思った学生がそれを実現でき

るような仕組みを提供することが大事なのではな

いかと考えました。

また、最近はボランティアに対する意識が高い

学生も多いです。在学中に起業するという選択肢

も普通になってきています。大学の基幹システ

ムにも学生が作ったものなどがあります。しか

し、そんな彼らが特に充実度が高く、飛び抜けた

存在なのかというと、そうでもないような印象で

した。自らサークルや団体を組織してエネルギッ

シュに企画したりするほど積極的ではないけれど

も、何となく問題意識は持っている、しかしどう

したらいいか分からないし、できるかどうかも不

安なのでやらない…そんな学生が多いのではない

でしょうか。そのような学生の、モチベーション

を上げる仕組みが大事になってくるのではという

ことになりました。

「してみせて、言って聞かせて、させてみて、

褒めてやらねば人は動かじ」という言葉がありま

す。このモチベーションの４要素を学生支援に関

連させると、「してみせる」では筑波大学でどん

なことができるのかというモデルを提示します。

「言って聞かせる」では、方法を提示し実現化する

ための方法をサポートします。「させてみる」で

は、教員や職員、先輩、同輩、後輩が実行を援助

し、見守ります。そして「褒める」、フィードバッ
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クですね。これを通してまた「してみせる」につ

ながっていく。こういう要素を含んでいくことが

大事なのではないかということになりました。

大学のリソースの活用
また、大学には人・情報・物などいろんなリ

ソースがあります。それこそ、ロケットを飛ばし

たいという学生がいろんな人の助けを得て、部品

をもらってロケットを飛ばしたようにです。そう

したリソースが埋没しているようにも感じるの

で、それらを学生が活用し尽くせる環境を整えら

れたらいいのではないかと考えました。

例えば、学生が新しい企画をやりたいと思った

ときに、それをどのようにしたら実現できるか考

えます。使える物的環境としてどんなものがある

のか、安く利用できる電子環境はないのか、法的

な問題はないのか、それを支えてくれる先生や職

員、あるいは仲間たちはいるかなどです。こうし

たことを一緒に考えることが、学生支援の１つの

形としてあり得るのではないかと考えました。

全学生に向けて大学のリソースを公開すれば、

大学内が有機的に動き出すのではないかと考え、

リソースバンクを作ることにしました。教員や職

員、学生、団体、OBが提供できるリソースを登
録しておくデータバンクです。リソースの種類と

しては、専門知識や専門技術、趣味、知識、技

術、労働力、ボランティアなど、自分の関心があ

ること、提供できることも登録してもらったらい

いのではないかと考えました。

学生生活の中で学生が育つためには自発性がポ

イントになります。その自発的な行動に応えるこ

とが大学として大事です。学生が学生生活の中

で、喜怒哀楽を体験していることをじっと見守り

ながら、必要に応じて本人の主体性や自発性を損

なうことなく、必要な範囲内で、大学人として、

大人として、あるいは人として関わるという姿勢

が大事です。そして、その学生がそこでどんな体

験をしたのか、その語りを聞くのも大切なことで

す。そうすることによって、学生は体験を自己の

ものとしてまとめていくことができるようになり

ます。これは学生支援の、学生相談の原点でもあ

ると思います。

さらに、教職員一人ひとりが学生と向き合うこ

とを促す仕組みはできないだろうかと考えまし

た。しかし、学生と向き合ってどれくらい一緒に

活動したかという点は、人事評価で数字として表

すことは難しいです。ここら辺も改善点ですねと

話し合っていたのですが、なかなか妙案がありま

せんでした。そこで、全学的な学生支援の視点を

共有化し、大学の文化を醸成していくための土壌

を作っていこうという考えに至りました。

T-ACT の基本コンセプト
基本的なコンセプトは、一つ目は、教職員が一

体となって共創的なキャンパス・コミュニティを

形成するということです。これは、筑波大の地理

的な特徴（陸の孤島、多くの学生が大学の周辺に

居住している）や、教職員を含めた様々な人的資

源は学内にあるということを踏まえてのものです。

二つ目は、学生の自信が育つ大学づくりを目指

したものということです。学生相談では学生に自

信をつけてもらいたいということを当時の副学長

に伝えたところ、「いいや、杉江先生、それは違

うよ。僕は、自信が育つ大学をつくりたいんだ」

とおっしゃられ、そのためのプランを作るという

流れができました。

三つ目は、「やってみたい」という学生の思い

に大学として応える仕組みをつくるということで

す。自発性に働きかけて、自発性に大学として応

えることによって、自己効力感を高めてもらうと

いうことですね。

四つ目は、短期的で流動的な活動で、様々な役

割や人間関係を体験できるということです。これ

は課外活動の分析から得られた示唆で、活動の内

容ではなくて、役割や人間関係といった活動のプ

ロセスが大事だということです。そして、安全に
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失敗できる仕組みを作るということです。やって

みたいと思ったら、その挑戦を支援していくこと

が大事だと考えました。

一言で言うと、「やってみたい」を実現させる

ためのプラットフォーム、輝くことができる舞台

が、この T-ACTということになります。

T-ACT の実際
T-ACTには３つの役割があります（図９）。ま
ず、T-ACTプランナー（企画者）です。こんな
ことをやりたい、と企画する人がいます。そし

て、T-ACTオーガナイザー（運営者）。T-ACT

プランナーに協力して、それを実現する仲間たち

です。そして、その「やってみたい」に参加して

くれる人が、T-ACTパーティシパント（参加者）
です。それに協力していく教職員を T-ACTパー
トナー（教職員協力者）として位置づけました。

続いて、実際のプランの流れを説明します（図

10）。まず、何かこんなことをやってみたいなと

学生が思ったら、人材データベースを検索して、

手伝ってくれそうな教職員を見つけます。また、

T-ACTコンサルタントとして助教の先生が随時相
談に乗っていきます。そしてオーガナイザーを集

めて、一緒に計画を立てて、パーティシパントを

図９　T-ACTの３つの役割3）

図10　T-ACTアクションの流れ3）
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募集して、企画を実施します。終了後は報告書に

まとめ、活動報告会やコンテストを行って、イン

センティブをつけていきます。このプロセスを通

して、体験力・参加力・コミュニケート力・企画

力・統率力を育みます。社会に積極的に参加でき、

さらに社会をリードし国際社会で日本を先導でき

るような人物の育成を目指して企画しました。

実施状況ですが、まずデータベースを構築し、

T-ACTフォーラムやコンサルタントが相談に乗
る場（T-ACTフォーラム）を開設するなどシス
テムの構築を目指しました。広報活動も行いまし

た。また、活動認定書の発行も行いました。こう

いう活動をしたということを、ポートフォリオや

就活での自己 PRに使ってもらえるようにという
目的です。そして、１，２年生向けの総合科目を

開設してコンセプトを伝えていきました。

法律相談も用意しました。自由な企画が多いの

で、これは法的にどうなんだろうかという問題が

起こってくるので。安全に試みてもらうために、

顧問弁護士の先生にお願いして、法律相談も受け

られるようにしました。この料金は T-ACTで持
ちました。例えば、講演会を学生が開きたいと

思ったときに、その外部講師と契約するにあたっ

て出演料が生じるわけです。でも、学生が何人来

るか分かりません。そこで、参加者１人100円の

入場料で、当日の参加者数×100円を出演料にし

てもらうという契約を結ぶなど、いろいろと工夫

して交渉する必要が出てきます。そういうときに

弁護士の先生にどんな契約にしたらよいか相談す

ることができます。他にも、放置自転車を片づけ

るときはどうしたらいいかなども法律相談の対象

として相談に乗ってもらっています。

表彰式も実施しました。表彰式がインセンティ

ブになったかどうか分かりませんが、体験を語っ

てもらう場としてはとても大きな意味があったと

思います。何よりも、私たちが学生たちの語りを

聞いて、本当にこのプロジェクトをやってよかっ

たと、その意義や意味を実感できる場でもありま

した。

交流会では、T-ACTに関係する学生たち、あ
るいは関心があるけどまだ参加してない学生たち

も呼んで、人間関係づくりや交流を深めるような

仕掛けをしました。学園祭でも、紹介ブースを開

いて地域に向けて説明をし、広報もしました。

図11　企画における資金獲得状況3）



13

杉江　征：つくばアクションプロジェクト（T-ACT）

GPでの結果
実際に行ってみると、私たちが想定した以上の

いろんな活動が起こってきました。T-ACTに参
加している学生が自主的に後輩たちのサポート体

制を作り、一緒に活動を作っていくことも自発

的に起こってきました。これはのちに T-ACTサ
ポーターという制度になりました。

これは企画による資金獲得状況です（図11）。

T-ACTでは活動に対して資金援助は一切してい
ません。コピーや掲示の貼り出し、機材の貸出し

などはしていますが、何かやるときの資金の確保

の仕方も学生が考えます。直接的な支援ではな

く、相談に乗る形でサポートしていました。

T-ACT 企画実施後のアンケートの集計結果
これは、ウェブアンケートの自己評価の結果で

す（図12）。参加力・体験力に関してはポジティブ

な回答が多いです。企画力や統率力になると、少

し少なくなっているんですけど、これはリーダー

とかプランナーが中心になってくるからですね。

おおむね自己評価の結果もよかったと思います。

図12　企画後WEBアンケートの結果3）

図13　参加者の役割の推移3）
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次に、T-ACTで様々な役割を経験できていた
かということなんですけれども（図13）、パー

ティシパントだけを体験していった人が106名、

オーガナイザーだけが150名、プランナーだけが

48名。パーティシパントをやった後、オーガナイ

ザーを体験した人が14名。オーガナイザーをやっ

てからプランナーをやった人が13名。パーティシ

パントからいきなりプランナーをやった人が11

名。７名は順番にやっていった人。80名はランダ

ムに、それぞれの役割を取って参加してくださっ

た方々です。ですから、様々な役割や様々な人間

関係を体験できているとも言えるんじゃないかと

思います。

企画実施後の面接調査の結果
面接調査もしました。質問項目と語りを抽出し

たものがこちらです（図14）。抽出要素の１つは

人とのつながりです。「いろんな人とつながるこ

とができ、人に支えられる体験ができた」「T-ACT
は学内の人材と情報の共有機関という印象で、誰

とでもつながれる」という語りがありました。問

題解決能力では、「幾度かの失敗を通じて、生じ

る問題に徐々に対応できるようになった」、自信・

経験値では、「経験を積むことで自信も出てきた

し、いろいろなことに挑戦するようになった」

「今までの自分に比べて、自分を前に出して主体

的に動けるようになった」、安心感・信頼感では、

「途中でやめられる気楽さ、いつでも相談できる

安心感がある」、コミュニケーションでは、「様々

な学生と関わる機会がここにはあり、人と関わる

ことが楽しくなった」「人に助けられると今度は

自分が助けようと思える、その循環が生まれる」

というようなポジティブな語りが多く出てきまし

た。このように、面接調査からは色々なことが人

とのつながりの中で起こってきていることが分か

りました。

クラスターと T-ACT 関連項目の分析
最終年度に学生生活アンケートでもう一度クラ

スター分析を行いました（図15）。それぞれの群

における T-ACT参加経験者数をみると、充実群
だけではなく、平均群・消極群・苦労群でも参加

図14　企画後面接調査の結果3）
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してもらえているということが分かります。プラ

ンナーも、少ないけれど消極群や苦労群にもいま

した。T-ACTを始めたときには、課外活動をこ
んなに活発にやっている大学で新たな活動を取り

入れても意味があるのかとか、このシステムを使

うのは元気な人だけなんじゃないかというような

指摘もあったのですが、実際やってみるとちゃん

とそうではなかったということが分かりました。

T-ACT の成果と課題
短期的流動的な活動により、様々な役割や人間

関係を体験できるということはおおむね達成でき

つつあると思われました。一方で、学生・教職員

が一体となった共創的キャンパス・コミュニティ

の形成というのは、まだまだこれからの課題であ

るように思います。

それは、教職員の参加者数が少なかったからで

す。参加してくださった教職員はすごく協力的で

した。専門性が求められる場面や業務と関係した

領域では、特に積極的に関わってくださっていま

した。しかし、教職員は参加者数があまり多くあ

りませんでした。

まず教員ですが、教員のキャリアパスとの関係

があるのではないかと思われます。ですので、研

究をしたいときは研究をして、学生と一緒に活動

を楽しみたいときに一緒に関わってもらえばよい

とも考えられます。５％の教員でも130人くらい

になるので、活動は十分賄えます。すべての教員

に同じように求めるのではなく、キャリアパスの

中でどうするのかを教員自身も選択できるよう

な、多様性も評価できる仕組みがあると良いので

はないかと考えるようになりました。

職員の方は、業務時間との関係が出てきます。

ですから、業務と関連する内容では T-ACTに費
やす時間も業務として位置づけられるのでやりや

すいのですが、業務外にやるとなるとハードルが

高かったように思います。ただ、T-ACTはやは
り学生部の方々の思いやノウハウや経験が物を

言った活動だったと思います。ですから、学生部

を中心として、学生部の方々も生き生きと関わっ

てもらえたのではないかと思っています。

その他の成果として、「やりたい」という気持

ちに大学として応えるシステムとして機能できた

と思われました。大学の卒業生とのつながりもで

き、留学生に対する自主的な支援や国際交流も起

こってきているということでした。地域や社会と

図15　各クラスターとT-ACT参加者数の分析3）
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のつながりも豊かになってきています。電車がで

きて、沿線が開発されてきて、住宅地が出てきて、

そこで夏祭りをやりたいと住民の方が思って、大

学生が T-ACTを通して一緒に祭りを作ったり町
おこしをしたりという動きも出てきています。

T-ACTは、学生同士、学生と教職員、大学生
と大学や地域とのつながりをつくりながら、新し

い活動や新しい可能性を開いていくことができ

る、汎用性のあるシステムであると思われまし

た。活動の内容は何でもいいので、そのシステム

さえ、プラットフォームさえあればいろんなこと

を展開できるというのが特徴であったように思い

ます。

これは学生生活アンケートをコホート的に分析

したものですが（図16）、［自己効力感］は学生生

活の中で育っていくことが分かります。［やりが

いや目標］は、２年、３年で少し落ちますが４年

でぐっと上がっています。［本来感得点］も、２

年、３年で多少落ちてきて、４年生でぐっと上

がっています。［心理的不調］も２年、３年で高

くなるけれど、４年生でぐっと下がっていきま

す。イメージとしては、大学の学生生活の中間期

はとにかくいろんなことをやりますよね。遊び過

ぎて寝不足で、不調が高くなることもあるかもし

れません。喜怒哀楽や友達関係が豊かになるとい

うのもありましたように、この中間期でいろんな

ことを自由に体験できるということは、一旦は適

応が少し下がるけれど、ここにはすごく意味があ

るように思います。そして４年生になって、就活

や卒業研究など、学生生活に方向性が出てくる

と、みんなぴんと上がってそれに向かって動き出

すような、この調査結果からそんなイメージが浮

かびました。

その後の変遷
人間力育成事業としての T-ACT

GPとして支援を受けていた時期が終わってか
らは人間力育成事業として学内の通常の仕組み

図16　学生アンケートのコホート分析5）
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のなかに位置づけられました。また、筑波大学

はボランティアセンターというものがなかった

ので、ボランティア活動というカテゴリーを入

れました。ただ、単なるマッチングではなくて、

T-ACTらしさということで、一緒に活動を作っ
ていくことを目指しました。実際に T-ACTの中
で、学生が単に労働力として行くのではなくて、

一緒に作っていくような提案型のボランティア活

動がたくさん出ていたので、それを積極的に進め

ていくことにしました。

ただ、T-ACTを開始する際に、地域のボラン
ティア団体等でお話を伺っていて、活動の方向性

に齟齬を感じたことがありました。T-ACTは短
期的・流動的な活動であって、その活動内容は問

わない。でも、地域がボランティア活動に求めて

いるのは活動の永続性でした。その齟齬をどうし

ようかというのが初期の悩みでした。しかし、ひ

とまずボランティア活動を取り入れて、協力でき

ることはやって、学生もいろいろ社会的に参加で

きる機会が増えればよいのではないかということ

で、T-ACTボランティアというカテゴリーを作
りました。

中期計画への対応
2016年頃、T-ACTの活動が安定化してくると、

今度は中期計画に対応した活動として重点化して

実施するようになりました。2016年度は国際化担

当部署との協力に重点を置きました。国際的な視

野に立てる学生を育成するために学内の関連組織

と連携し、国際交流支援体制を強化するという目

標で、学生交流課との連携体制を構築し、ウェブ

ページの英文化を行ったり、留学生支援をしてい

る T-ACTアクションの活動を発展させていくよ
うに協力したり、色々な活動をさらにエンカレッ

ジしていくことを目指しました。

2017年度は資金獲得の支援枠組みの整備を行っ

ています。クラウドファンディングの報告窓口を

作ったり、助成金の情報を提供したりしました。

これはクラウドファンディングを活用して企画さ

れた一つの例です（図17）。「響け！つくばの調

べ」ということで、合唱とコンサートで演奏して

くれる人たちを集めて企画されました。

2018年度は地域の関連組織との協力関係を作っ

ていくなど、学生の自発的な活動から始まる地域

連携を支援していくような試みを実施しました。

2019年度は大学間の連携の強化ということで、他

大学に声をかけて一緒にシンポジウムを行ったり、

図17　資金獲得に関わる事例の紹介6）
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協力してイベントを起こしたりといったことも試

みました。2020年度になると、新型コロナウイル

スの影響により、新しい生活様式にどう対応する

かということがテーマになってしまいました。

コロナ禍の影響
2020年度は新型コロナウイルスの感染拡大の影

響を受け、各種支援活動が大きく制限されました。

ですので、オンラインでの活動体制および新しい

生活様式下での活動体制を整えました。やはり対

面での活動が禁止されていたので、学生たちはそ

の中でできることを考えることになりました。

オンライン活動を試みた例として、吃音を持つ

方々の自助グループの活動を、Zoomなどの遠隔
会議アプリを用いて支援したものもありました。

また、遠隔会議アプリを用いて討論会を開催した

活動もありました。

それから、2020年は入学式がなかったので、１

年生の中で入学式に代わるイベントをやりたいと

いう動きがありました。感染状況によって開催が

延び延びにはなったのですけれども、学内にある

スーパーが協力してくれて、そこの一部を使って

桜っぽい木を作ったりして入学式のセットを作っ

て、そこで記念写真が撮れるようにしたりしてい

ました。

これはコンサルタントがいる T-ACTフォーラ

ムに相談に来た学生数の推移です（図18）。2020

年以降、やはりぐっと減っていました。こちらは

アクションやプランの企画承認数の変遷ですが

（図19）、やはり2020年以降減っていました。2020

年の４月から2021年の２月末までは、新型コロナ

ウイルス感染の拡大を受けてオンライン活動のみ

の承認になってしまっています。2021年３月か

らは感染状況に合わせて対面活動も承認していま

すが、やはり少なかったようです。プランナーや

オーガナイザー、パートナー教職員の数も減って

きています。

T-ACT を通して感じたこと
改めて、あくまでも個人的な感想ですが、舞台

があれば学生はみんな輝くのだと感じました。適

応と不適応は紙一重であり、光の当たり方次第で

学生は輝けるのではないでしょうか。忘れられな

いエピソードが一つあります。最初の頃の活動報

告会で、ある学生が語ってくれました。自分は不

適応で、もう大学をやめようかとか死にたいとか

思っていたけれど、T-ACTに出会って、活躍で
きて、そこで救われたという語りでした。やはり

光の当たり方次第、私たちが学生に向けるまなざ

しや関わり方次第で、学生は輝くということを理

解いたしました。

図18　T-ACTフォーラム来室者数の変遷7）
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T-ACTが軌道に乗ってくると、今度は活動内
容や成果が求められるようになってきます。出発

点は学生支援で、基本は、自信を育てることだっ

たことを忘れずにいる必要があります。

また、T-ACTに関わる教職員も変わっていく
ということも感じました。人的流動性の高い大学

では、うまくバトンをつないでいくことが大切に

なってくると思います。哲学は堅持しながらも、

スタイルは時代の要請に対応させて、変化させて

いくことが必要なのではないかと思います。そも

そも T-ACTは活動内容を問わないので、コンセ
プトを維持しながら活動内容も工夫し、その時々

の大学の要請に応じつつ、個々の学生の成長と活

動の成果のバランスをよく見ながら対応していく

ことが大事だろうと思います。もともとは、安全

に失敗できる仕組みを作ろうという目標もあった

ので、成果だけにこだわらずに、学生に向き合い

ながらどのように育てていくかも考えていく必要

が当事者にはあると思いました。

最後に、やはり原点に帰って、大切なことは、

一緒に楽しむこととつながることです。教職員の

私たちも、学生と一緒に楽しみ、時間や体験を共

有していくことが大事だと思います。これは、課

外活動や学生支援だけではなく、研究とか授業と

か学問でも同じで、我々が学生と一緒に過ごし、

考え、議論し、創っていく「共創的」なところが

大事なのかもしれないと思いました。

おわりに
コロナ禍により、やはり学生生活のフィールド

が小さくなってしまってきています。学生が生き

生きと活躍できるようなフィールドをどう作って

いくかが課題だろうと思います。どうしていった

らいいかは私もまだ分からなくて、いろいろ手探

りの状況です。先生方からいろいろお知恵があっ

たらお伺いしたいところでもあります。

ここ２年はコロナ禍で激動の年で、変化の中で

いろんな混乱もあります。遠隔授業が入って、授

業に対するシステムも変わって、そういう中で、

コミュニケーションがうまく取れなくなったり、

図19　T-ACT企画承認数の変遷7）
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適応に苦労したりしている学生もいます。雑談の

ような、日常的に人と人の隙間を埋めてくれるよ

うなうまいつながりがどんどんそがれてしまって

いて、どうやって人と人とのつながりを作ってい

くかが課題になっています。

でも、その中でも、学生たちは自分たちで動き

始めています。ツイッター上での活動など、知恵

を絞りながらやってくれています。ですから、も

しかするといろんなヒントは学生たちの中に出て

くるのかなとも思っています。

T-ACTを通して学んだことですが、私たちが
想像できないことを学生たちが創造して、いろい

ろ教えてくれるということがあるので、学生の様

子を見たり話を聞いたりして、こういう困難をど

う乗り越えていくかについても一緒に学生と考え

ていくことが大事なのかなと思いました。

キャンパスが学生のホームになる学生支援と

は・・という観点から T-ACTを振り返ってみる
と、教職員と学生の人間関係や、学生同士の人間

関係、居場所、安全・安心感、そういうことが大

事であるということが分かります。ホームだと思

えるのは、つながりがあったり自分を受け止めて

くれたりしたところであり、いろんな思い出や喜

怒哀楽のエピソードがあったところとして位置づ

けられることが大事なのかもしれないと思いまし

た。

実際、T-ACTをやっていると、OBが応えて
戻ってきてくれることがありました。クラウド

ファンディングを作ってくれたり、大学のファン

ディングをやってくれたりもしました。シンポジ

ウムをやるよというと駆けつけてくれることもあ

りました。自分が活躍できたところとして T-AC
Ｔが位置づけられているのだと思います。もう一

つはやはり、関係する教職員とのつながりという

のも大きかったように思います。コンサルタント

の先生が、学生たちとつながっていて、そこでい

ろんなネットワークができていたように思いま

す。そういうつながりがあるからこそ、学生は

T-ACTで活動できているのかもしれないと思いま
す。そう思うと、学生と時間や体験を共有するこ

と、それも大切なのかもしれません。共創的とは

そういうところにあるのかなと思います。例えば、

コロナ禍においてどうするかという問題について

も、我々が何か政策を出してやることも大事です

が、その共通の課題に対して学生たちと一緒に何

かをやることにすごく意味があるようにも思いま

した。コロナ禍での対応については私も本当に分

からないので、先生方の御意見をお伺いしたいと

ころですが、現在私はこのように思っています。

以上になります。ご清聴ありがとうございまし

た。

［付記］これは 2022 年３月１日に行われた、学生相談
室企画・学生生活支援委員会主催の公開講演会（教
職員研修会）の記録である。紙幅の都合で、主催者
の挨拶と講演後の質疑応答部分を割愛した。

文　献
１）杉江 征・青木佐奈枝（編著）2015 スタンダード臨

床心理学. サイエンス社 .
２）杉江征・佐藤純・松井めぐみ・早川けい子　2007　

学生生活アンケートからみた筑波大生の類型化の
試み．日本学生相談学会第 25 回大会発表論文集，
65.

３）筑波大学つくばアクションプロジェクト運営委員
会 2012 文部科学省平成 20 年度 新たな社会的ニー
ズに対応した学生支援プログラム採択事業 共創的
コミュニティ形成による学生支援－学生・教職員
が一体となった新たな自主的活動の創生－ 最終報
告書　『T- ACTで結ぶ学生と教職員の新たな絆』

４）杉江 征・佐藤 純・青柳悦子・三輪佳宏・田中佐代
子・中内靖・加賀信広・宮坂重喜・宮田政拓・腰
塚武志 2009 学生生活における課外活動の再検討
－新たな課外活動の創出について－．CAMPUS 
HEALTH, 46（1）, 122-124．

５）杉江征・樫村正美・佐藤純・大久保智紗 2013  学生
期における心理社会的諸特徴の変化について―学
生生活アンケート調査を用いた縦断的検討―. 日本
学生相談学会第 31 回発表論文集, 106.

６）筑波大学 T-ACT推進室　2021 つくばアクション
プロジェクト 2020 年度活動報告書

７）筑波大学 T-ACT推進室　2022 つくばアクション
プロジェクト 2021 年度活動報告書


